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●コンピュータ労働者に
ふさわしい賃金で、残
業を無くし、健康で文
化的な生活を。

●働く者が幸せになる平
和なコンピュータ社会
を。
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（１）

去
る
２
月

12
日
（
金
）
に
第

20
回
電

算
労
・
電
算
労
組
合
同
定
期
大
会
が
６
組

合
・
支
部
か
ら

21
名
の
参
加
の
も
と
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

最
初
に
小
林
寛
志
議
長
か
ら
、
「
今
年

は
電
算
労
・
電
算
労
組
と
し
て
の

20
年

目
の
節
目
に
あ
た
る
。
過
去
は
、
現
在
の

倍
以
上
の
組
合
員
が
お
り
、
５
千
名
を
目

指
し
て
い
た
。
ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー
の

再
編
で
連
合
、
全
労
連
、
全
労
協
と
別
れ

た
が
、
電
算
労
は
右
へ
も
左
へ
も
行
か
な

い
独
自
路
線
を
取
っ
た
。
電
算
労
加
盟
の

大
き
な
組
合
が
二
つ
あ
り
、
連
合
に
行
っ

た
企
業
内
組
合
と
、
全
労
連
に
行
っ
た
戦

う
組
合
の
二
つ
の
組
合
が
脱
退
し
、
電
算

労
の
組
合
員
は
激
減
し
た
。
そ
の
た
め
、

電
算
労
の
組
織
運
営
が
成
り
立
た
な
く
な

り
、
会
計
と
運
営
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
ユ

ニ
オ
ン
（
電
算
労
組
）
と
共
に
行
う
こ
と

に
し
た
。
組
合
員
が
半
減
す
る
中
で
電
算

労
を
維
持
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
が

あ
り
、
ど
う
す
る
の
か
を
考
え
て
ほ
し
い
。

こ
の
よ
う
な
中
で
春
闘
の
統
一
要
求
を
目

標
と
し
て
、
体
力
に
応
じ
た
戦
い
を
や
っ

て
達
成
し
て
欲
し
い
。
」
と
挨
拶
が
あ
り

ま
し
た
。

そ
の
後
、
篠
塚
芳
教
事
務
局
長
か
ら
２

０
１
５
年
度
活
動
報
告
お
よ
び
２
０
１
６

年
度
方
針
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。

賃
金
に
関
し
て
は
、
「
２
０
１
５
春
闘

で
は
、
Ｎ
Ｃ
Ｓ
＆
Ａ
労
組
に
お
い
て
２
，

９
０
０
円
の
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
を
勝
ち
取
る

と
い
う
、
大
き
な
成
果
が
あ
っ
た
。
Ｐ
Ｕ

Ｃ
分
会
に
お
い
て
は
、
経
営
か
ら
の
一
時

金
の
低
額
回
答
に
対
し
て
、
組
合
側
は
一

時
金
は
生
活
給
の
一
部
だ
と
し
て
粘
り
強

く
交
渉
を
重
ね
夏
２
．
６
４
４
ヶ
月
、
冬

２
．
４
４
５
ヶ
月
の
回
答
を
引
き
出
し
た
。

Ｓ
Ｓ
（
労
供
事
業
）
で
は
、
取
引
先
に

対
し
て
個
別
に
交
渉
を
行
い
、
昨
年
の
実

績
を
７
，
３
３
２
円
上
回
り
、
平
均
で
１
．

３
％
の
単
価
ア
ッ
プ
を
獲
得
し
た
。
Ｓ
Ｓ

の
平
均
年
齢

49
才
の
平
均
年
収
（
契
約

額
）
は
６
９
４
万
円
で
電
算
労
と
比
較

（
社
会
保
険
料
の
事
業
主
負
担
分
な
ど
を

考
慮
）
す
る
と
、
低
く
な
っ
て
い
る
。
稼

働
率
は
改
善
し
て
き
て
い
る
の
で
、
引
続

き
賃
金
（
契
約
単
価
）
改
訂
を
進
め
る
必

要
が
あ
る
。

２
０
１
６
春
闘
で
は
２
０
１
５
春
闘
を

踏
ま
え
て
更
な
る
成
果
を
目
指
さ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
」
と
の
話
が
あ
り
、
残
業

問
題
で
は
、
「
Ｎ
Ｃ
Ｓ
＆
Ａ
で
は
、
１
０

０
時
間
以
上
の
残
業
が
あ
り
、
月
間
残
業

時
間
１
０
０
時
間
を
６
回
ま
で
可
能
と
す

る
特
別
条
項
を
超
え
る
状
況
が
発
生
し
た
。

問
題
の
あ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
対
策
が
十

分
に
講
じ
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
経
営
に

対
し
て
長
時
間
残
業
対
策
を
強
く
求
め
た

と
こ
ろ
、
抜
本
的
な
改
革
を
進
め
て
い
く
、

と
の
回
答
を
得
た
。
」
と
の
話
が
あ
り
ま

し
た
。

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に
つ
い
て
は
、
「
電

算
労
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
と
、
う
つ
が
昨

年
の
６
％
か
ら
７
％
に
増
え
た
。
昨
年

12
月
か
ら
義
務
付
け
ら
れ
た
ス
ト
レ
ス

チ
ェ
ッ
ク
に
つ
い
て
は
、
Ｎ
Ｃ
Ｓ
＆
Ａ
や

東
和
シ
ス
テ
ム
な
ど
で
実
施
さ
れ
て
い
る

と
の
報
告
を
受
け
て
い
る
。
」
と
話
し
ま

し
た
。

定
年
延
長
に
つ
い
て
は
、
「
厚
生
年
金

の
支
給
年
齢
の
引
き
上
げ
に
連
動
し
て
継

続
雇
用
期
間
も
決
ま
る
が
、
現
在
の
継
続

雇
用
期
間
の
賃
金
は
大
幅
に
下
げ
ら
れ
て

お
り
、
従
っ
て
、
厚
生
年
金
が
支
給
さ
れ

る
年
齢
ま
で
は
、
定
年
延
長
（
大
幅
な
賃

金
下
げ
が
な
い
前
提
）
と
す
べ
き
だ
と
考

え
る
。
」
と
し
、
方
針
に
も
定
年
延
長
要

求
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

組
織
強
化
に
つ
い
て
は
、
「
Ｎ
Ｃ
Ｓ
の

ア
ク
セ
ス
社
と
の
合
併
に
よ
る
組
合
員
増

や
ア
ル
バ
ス
支
部
に
お
け
る

10
名
以
上

の
組
合
加
入
な
ど
が
あ
り
、
組
合
員
に
対

す
る
労
働
法
学
習
会
『
労
働
法
の
基
礎
と

労
働
組
合
の
活
用
法
』
を
旬
報
法
律
事
務

所
の
蟹
江
鬼
太
郎
弁
護
士
を
講
師
に
迎
え

て

10
月

23
日
に
開
催
し
た
。
」
と
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
組
合
関
連
の
サ
イ
ト
に
つ
い
て
、

「
ユ
ニ
オ
ン
ネ
ッ
ト
は
労
働
組
合
の
ポ
ー

タ
ル
サ
イ
ト
で
あ
る
が
、
労
供
事
業
の
宣

伝
コ
ン
テ
ン
ツ
に
つ
い
て
は
、
Ｃ
Ｕ
サ
イ

ト
を
新
規
制
作
し
、
そ
こ
の
主
な
コ
ン
テ

ン
ツ
と
し
た
こ
と
で
、
ユ
ニ
オ
ン
ネ
ッ
ト

か
ら
は
労
供
事
業
に
関
わ
る
コ
ン
テ
ン
ツ

は
外
し
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
。
」
と
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。

争
議
支
援
に
つ
い
て
は
、
「
Ｍ
Ｉ
Ｃ
加



盟
の
全
国
印
刷
出
版
産
業
労
働
組
合
総

連
合
（
全
印
総
連
）
の
Ｄ
Ｎ
Ｐ
フ
ァ
イ

ン
争
議
が
私
達
の
業
界
で
も
横
行
し
て

い
る
職
安
法

44
条
違
反
の
多
重
派
遣

を
告
発
し
た
争
議
で
あ
り
、
注
視
す
る

必
要
が
あ
る
。
」
と
話
し
ま
し
た
。

業
界
の
問
題
で
は
、
「
構
造
的
多
重

派
遣
が
横
行
し
て
お
り
、
重
大
な
法
律

違
反
が
続
い
て
い
る
。
こ
の
問
題
を
Ｊ

Ｉ
Ｓ
Ａ
や
経
済
産
業
省
に
毎
年
申
し
入

れ
て
い
る
が
、
厚
生
労
働
省
の
管
轄
だ

と
し
て
正
面
に
据
え
た
取
り
組
み
を
し

て
き
て
い
ま
せ
ん
。
引
き
続
き
、
法
律

遵
守
を
訴
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
」

と
話
し
ま
し
た
。

社
会
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
昨
年
の

改
正
派
遣
法
の
主
な
内
容
は
①
３
年
の

期
間
制
限
、
②
専
門
26
業
務
の
考
え

方
の
廃
止
、
③
派
遣
受
け
入
れ
の
継
続
、

④
特
定
労
働
者
派
遣
も
許
可
制
に
一
本

化
、
だ
と
し
て
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
開
発

に
従
事
す
る
４
万
人
余
り
の
有
期
雇
用

労
働
者
の
雇
用
が
脅
か
さ
れ
る
可
能
性

が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
無
期
雇
用
労
働
者
に
お
い
て

も
限
定
社
員
制
度
の
導
入
が
取
り
ざ
た

さ
れ
て
お
り
、
そ
う
な
る
と
雇
用
が
不

安
定
に
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

高
度
プ
ロ
フ
ェ
シ
ョ
ナ
ル
労
働
制
に

つ
い
て
は
、
シ
ス
テ
ム
エ
ン
ジ
ニ
ア
も

残
業
代
を
払
わ
な
い
裁
量
労
働
制
が
導

入
さ
れ
、
当
初
は
１
，
０
７
５
万
円
以

上
の
年
収
が
あ
る
労
働
者
が
対
象
と
の

こ
と
で
す
が
、
こ
の
年
収
は
い
ず
れ
大

幅
に
下
げ
ら
れ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
ま

す
。こ

の
よ
う
な
状
況
下
で
、
労
働
法
制

の
改
悪
に
は
、
反
対
の
声
を
大
き
く
上

げ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

社
会
の
問
題
に
つ
い
て
、
他
に
は
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
法
に
対
す
る
懸
念
、
憲
法

改
悪
反
対
、
脱
原
発
、
Ｔ
Ｔ
Ｐ
合
意
へ

の
反
対
、
消
費
税
率
引
き
上
げ
反
対
な

ど
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

活
動
報
告
、
方
針
提
案
の
後
、
引
き

続
き
篠
塚
事
務
局
長
よ
り
春
闘
方
針
提

案
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
電
算
労
２
０
１
６
春
闘
ア
ン

ケ
ー
ト
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
途
中

結
果
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
特
徴
と

し
て
、
平
均
残
業
時
間
が
初
め
て
女
性

が
男
性
を
上
回
っ
た
、
慢
性
的
な
持
病

と
し
て
「
う
つ
」
が
７
．
３
％
で
あ
る
、

ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
に
つ
い
て
38
％

の
人
が
知
ら
な
か
っ
た
、
「
派
遣
法
に

基
づ
く
派
遣
」
昨
年
の
48
％
か
ら
20

％
と
大
き
く
減
っ
た
、
な
ど
の
報
告
あ

り
し
た
。

そ
の
後
、
畠
山
仁
嗣
副
議
長
よ
り
２

０
１
５
年
度
決
算
報
告
お
よ
び
２
０
１

６
年
度
予
算
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。

討
議
で
は
、
各
組
合
・
支
部
の
春
闘

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。

採
決
に
お
い
て
は
活
動
報
告
、
方
針

決
算
お
よ
び
予
算
に
お
い
て
満
場
一
致

で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
役
員
選
出
が
あ
り
、
最
後

に
幹
事
の
小
番
さ
ん
の
団
結
ガ
ン
バ
ロ

ウ
で
合
同
定
期
大
会
を
終
え
ま
し
た
。
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経営者への要求

■５％の賃金引き上げ（モデル基準給で）

３５才 １６，８００円

■企業間格差をなくして電算労水準への到達

■一時金は年間で５ヶ月以上

■サービス残業をなくして３６協定の遵守

■長時間残業による健康破壊防止のために勤務間

インターバル規制の普及

■時間外割増率の引き上げ

普通残業１４５％ 深夜残業１７５％

■労働条件改悪につながる就業規則の変更は認め

ない

■ソフトウエア開発にあたっては「新技術の習得、

業務知識の習得」の時間を担保すること。

■実質派遣・形式請負をなくして請負化の促進と

派遣法の遵守、派遣労働の改善

■「室内スペースの拡張、休憩室の設置、空調の

改善」など作業環境の改善

経営者団体・行政への要求

■コンピュータ労働者の賃金水準の全国全産業水

準への引き上げ

■システム知識、業務知識の教育の機会を設ける

■新技術教育制度の拡充

■発注元の単価引き下げと、受注の値引き競争を

やめて、健全な商取引の実施をす るため、下

請２法の普及と遵守

■ソフトウエア開発過程における仕様変更に対す

る妥当な納期と対価などの公正取引の実施

■構造的多重派遣の解消と偽装出向の解消

■ソフトウエア開発の短期反復契約の解消

■労供事業の普及、偽装請負の解消

■業界全体の作業環境の改善

２０１６春闘日程

３月中旬 要求提出

３月２８日（月）経営申し入れ（東京）

４月初旬 経営申し入れ（大阪）

４月 ８日（金）回答指定日

４月１８日（月）経産省、ＪＩＳＡ申し入れ

４月の第３週 ストライキなど交渉強化

（２）



2016年 3月28日 こ ん ぴ ゅ う た 第330号

電算労アンケートにみる２０1６春闘

配布 2,000枚
回収 186枚
時期 2016年1月

性別 男子 81%
女子 19%

年齢 平均 41歳
勤続 平均 15年
学歴 高校 8.1%

専門 11.8%
大学 77.4%

結婚 独身 52%
既婚 48%

扶養 平均 0.9人
職種 ｿﾌﾄ 78.5%

ﾊｰﾄﾞ 0.5%
ＯＰ 0.5%
ＰＪ等 1.1%
営業 5.9%
他 5.4%

賃
金
外
の
要
求
で
は
、
昨
年
同
様
「
人
員
増
」
が
最
も
多
く
、
昨
年
６
位
の
「
技

術
教
育
」
が
２
位
に
、
「
残
業
規
制
」
は
３
位
で
、
昨
年
と
同
じ
で
す
。

残
業
時
間
は
こ
こ
数
年
、
男
性
は
減
っ
て
、
女
性
は
増
え
て
お
り
、
初
め
て
女
性

の
方
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
な
ぜ
、
男
性
は
減
っ
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
女
性
は

増
え
て
い
る
の
か
、
原
因
は
分
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。

今
年
の
ア
ン
ケ
ー
ト
よ
り
初
め
て
、
勤
務
間
イ
ン
タ
ー
バ
ル
に
つ
い
て
の
質
問
が

あ
り
ま
し
た
。
「
知
ら
な
い
」
と
い
う
人
が
６
割
以
上
も
お
り
、
制
度
が
欲
し
い
と

い
う
人
は
わ
ず
か
４
．
８
％
で
し
た
。

賃
上
げ
要
求
は
、
例
年
と
同
様
に

１
万
円
が
最
も
多
く
、
２
番
目
が
５

千
円
で
す
。

平
均
は
昨
年
よ
り
１
，
２
０
０
円

下
が
っ
て
、
１
２
，
６
０
０
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。

生
活
の
状
況
は
「
苦
し
く
な
っ
た
」
、

と
い
う
人
は
昨
年
よ
り
若
干
減
っ
た

も
の
の

44
％
も
い
ま
す
。
、
「
変
わ

ら
な
い
」
は
７
％
増
え
て
48
％
で
す
。

「
楽
に
な
っ
た
」
と
い
う
人
は
、

わ
ず
か
３
％
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。

(3)
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有
給
休
暇
の
消
化
率
に
つ
い
て
は
、
ほ
ぼ
昨
年
と
同
様
で
し
た
。

半
分
以
上
残
る
と
い
う
人
が
、
半
数
以
上
お
り
、
仕
事
が
忙
し
い

と
い
う
状
況
を
裏
付
け
て
い
ま
す
。

健
康
問
題
に
つ
い
て
、
体
の
不
調
は
な
い
、
と
い
う
の
が
昨
年

よ
り
６
％
増
え
て
い
ま
す
。

体
の
不
調
に
つ
い
て
は
、
相
変
わ
ら
ず
、
１
位
が
「
慢
性
疲
労
」

で
、
こ
こ
数
年
変
わ
っ
て
お
ら
ず
、
昨
年
と
比
較
し
て
、
２
位
と

３
位
が
入
れ
替
わ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
、
「
い
つ
も
眠
い
」
、
「
目

の
疲
れ
」
で
し
た
。

慢
性
の
持
病
は
、
例
年
同
様
「
腰
痛
症
」
、
「
高
血
圧
」
、

「
目
の
病
気
」
お
よ
び
「
う
つ
」
が
４
大
疾
病
と
な
っ
て
い
ま
す
。

入
院
、
通
院
は
昨
年
と
比
較
し
て
、
と
も
に
若
干
ふ
え
て
い
ま

す
。
薬
の
常
用
も
４
．
３
％
増
え
て
い
ま
す
。

ソ
フ
ト
開
発
は
、
た
だ
で
さ
え
ス
ト
レ
ス
の
多
い
仕
事
で
あ
る

上
に
、
残
業
が
多
く
、
多
く
の
人
が
体
の
不
調
を
抱
え
つ
つ
、
仕

事
を
し
て
い
る
状
況
は
相
変
わ
ら
ず
で
す
。
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新
し
い
技
術
に
つ
い
て
い
け
な
い

人
は
、
昨
年
と
比
較
し
て
、
若
干
増

え
て
い
ま
す
。

必
要
を
感
じ
る
技
術
に
つ
い
て
は
、

例
年
同
様
「
Ｗ
ｅ
ｂ
技
術
」
が
最
も

多
く
、
順
位
は
若
干
の
入
れ
替
わ
り

が
あ
る
も
の
の
、
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
、

「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
管
理
」
、
「
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
」
、
「
特
定
業
務
分
野
」

を
加
え
た
上
位
５
つ
は
変
わ
っ
て
い

ま
せ
ん
。

仕
事
で
使
用
の
言
語
は
、
Ｃ
Ｏ
Ｂ

Ｏ
Ｌ
が
20
％
余
り
も
減
っ
て
、
昨
年

は
２
分
の
１
の
人
が
使
っ
て
い
た
と

こ
ろ
、
３
分
の
１
に
な
っ
て
い
ま
す
。

未
就
労
期
間
の
「
無
し
」
は
昨
年

と
同
じ
80
％
で
し
た
。
１
割
も
の
人

が
、
未
就
労
期
間
が
あ
り
ま
し
た
。

仕
事
の
量
に
た
い
す
る
回
答
は
、

昨
年
と
さ
ほ
ど
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。

職
場
に
お
け
る
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
事

故
は
「
あ
っ
た
」
が
昨
年
よ
り
４
％

増
え
て
い
ま
す
。
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客
先
常
駐
は
、
過
去
と
比
較
す
る

と
こ
こ
数
年
減
っ
て
き
て
い
ま
す
。

そ
れ
で
も
現
在
は
４
人
に
つ
き
一
人

が
客
先
常
駐
で
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

常
駐
の
形
態
で
は
、
「
派
遣
法
に

基
づ
く
派
遣
」
が
20
％
で
昨
年
の
48

％
よ
り
大
幅
に
減
っ
て
お
り
、
業
務

委
託
が
昨
年
の
45
％
よ
り
20
％
増
の

65
％
と
、
大
き
く
増
え
て
い
ま
す
。

常
駐
先
で
の
勤
務
形
態
で
は
、

「
自
社
の
形
態
が
優
先
す
る
」
が
昨

年
、
一
昨
年
と
減
り
続
け
、
わ
ず
か

２
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

仕
事
の
指
示
で
は
「
自
社
の
人
」

が
22
％
で
、
昨
年
よ
り
７
％
増
え
て

い
ま
す
。
客
先
常
駐
の
場
合
、
78
％

も
の
人
が
客
先
の
人
か
ら
指
示
を
受

け
て
仕
事
を
し
て
お
り
、
形
式
的
な

請
負
い
契
約
が
多
い
こ
と
を
裏
付
け

て
い
ま
す
。

間
に
何
社
入
っ
て
い
る
か
は
、

「
直
接
契
約
」
が
53
％
で
昨
年
よ
り

17
％
も
増
え
て
い
ま
す
。
間
に
２
社

以
上
入
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
は
、
24
％

で
、
昨
年
よ
り
15
％
減
っ
て
お
り
、

多
重
契
約
は
改
善
さ
れ
つ
つ
あ
る
よ

う
で
す
。

し
か
し
、
形
式
的
な
請
負
契
約
も

相
変
わ
ら
ず
多
く
存
在
し
、
多
重
契

約
を
含
め
た
業
界
の
不
健
全
さ
が
解

消
さ
れ
る
に
は
抜
本
的
な
対
策
が
必

要
で
す
。
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